
市長メッセージ№5４ 

 

強力感染力の派生型BA.５登場で感染状況が急変 

～社会経済活動維持のためにも、基本的感染対策の徹底を！ 

 

新型コロナの感染状況については、社会経済活動が活発化するなか、これまでで最強の感染

力を持つオミクロン株の派生型 BA.5が主流になりかけており、全国的に急拡大に転じていま

す。 

本市においても、６月２５日、１６７日ぶりに新規陽性者数が０人となるなど、落ち着きかけて

いましたが、最近、刑務所や高齢者施設、居酒屋で大きなクラスターが発生したほか、飲食由来

の感染など幅広い経路での感染が確認されており、ここ数日の感染者数は急変しています。 

今後、感染拡大の大きな波（第７波）の到来が予測されますが、福島市としては、感染防止と

社会経済活動の両立を図る「ウィズコロナ」の道をできる限り進んでいきたいと思います。 

市民の皆さまには、改めて感染リスクを意識し、警戒を緩めることなく、基本的な感染対策を

徹底し、社会経済活動との両立を図っていただきますようお願いします。 

 

その際、厳しい暑さにより生死の問題に直結しかねない熱中症対策との両立も重要です。 

息苦しくなった場合などは、マスクを外し、状態の悪化を避けることを優先してください。屋

外では人同士の距離を保ち、会話をほとんどしない場合にはマスクを外すようにしてください。

屋内においては、人との距離が確保できない場合や会話をする場合は、こまめに水分補給しな

がら、マスクの着用をお願いします。 

猛暑の中、換気が不十分になっていることが、感染拡大の要因になっている面も見られます。

こまめな窓開けなどにより換気を十分に行いながら、室温の調整をお願いします。 

  

市民の皆さまには、改めて、自分が感染しない対策、他人にうつさない対策について、次の３

つの徹底をお願いします。 

①休憩、会食時など気持ちが緩む場面でも、会話時のマスク着用や換気を忘れずにしてくださ

い。特に、接待を伴う飲食店等を利用する際は、換気や距離に十分気をつけてください。 

②のど、咳、熱など体調に異変を感じたら外出せず、医療機関等に相談・受診してください。無

症状でも気になる方は薬局等での無料検査をご利用ください。 

③身近に体調の悪い人がいたら注意信号です。受診・検査を勧めるとともに、いつもより感染

防止対策を強化し、警戒を強めてください。 

 

新型コロナに対する集団的な抵抗力を高めていくためには、ワクチン接種が重要です。 

３回目の接種は、１０代から４０代までの方は、５人に２人が完了していない状況です。市では、

「ノババックスワクチン（武田社製）」を新たなワクチンとして導入し、夜間接種や予約なし接種

など、できる限り受けやすい環境整備に努めております。市が行った副反応に関するアンケー

ト調査の結果（別表参照）も参考にしながら、接種をご検討ください。 

４回目接種に関しては、重症化予防を目的とし、６０歳以上の方、基礎疾患をお持ちの方など

が対象で、３回目接種から５か月経過後に接種可能です。 

現在、予約可能な方の約４割程度が予約している状況です。これまでのワクチン接種等によ

り獲得された免疫は徐々に減衰していくことも考慮し、接種券が届きましたらお早目の予約・

接種をお願いします。 

令和４年７月８日 

福島市長   木幡 浩 
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